
                                      

                                       

 
 

                            

                                       

                                       

高月地域のようす 
（令和６年１月１日現在） 

【人口】 

男   ４，５８１人 

女   ４，７９７人 

計   ９，３７８人 

【世帯数】 ３，５２５世帯 

◆発行/高月地域づくり協議会・高月まちづくりセンター 

◆事務局/高月まちづくりセンター（長浜市高月町渡岸寺 141-1/月曜・祝日・年末年始休館） 

Tel（0749）85-5204 Fax（0749）85-5744 Mail：machisen@a-takatsuki.org 

高月地域づくり広報紙  第２２号 

高月地域づくり広報紙 あったかつき 

Nen  

 

2024 年（令和 6 年）  2 月 1 日 〔１〕 

Nen  

 

 

たかつき「地域力」  第 ― 号 

高月まちセンだより 第 78 号 

 
 

 

●日   時 ： 【１回目】 ２月１８日(日) 10：00～12：00 
基本的な彫り方を学び、簡単なイラストを彫ります。 

 【２回目】 ２月２５日(日) １０：０0～1２：０0 

          好きなイラストを彫ってポストカード等に捺して、 
グリーディングカードを作ります。 

●会   場 ： 高月まちづくりセンター 1階 工作室 

●講   師 ： ayu さん 

●定   員 ： ６名 （※２回とも参加できる方） 

●参 加 費 ： 700円 

●申込方法 ： 令和６年１月３０日(火)から電話にてお申し込みください。（☎85-5204／月曜・祝日休館） 

高月まちセン講座 「消しゴムはんこ作り教室(全２回教室)」参加者募集！ 

 
 

昔懐かしい曲を、生のキーボード演奏に合わせて一緒に歌っています。毎回約 25名の

方が参加されています。申し込みは不要ですので、当日会場へお越しください。 

 ♪演 奏 ： カシオミュージックサークル認定講師 

♪参加費 ： ３00円（当日集めます。） 

♪持ち物 ： 飲みもの、歌声サロン歌詞集（ある人） 

歌って健康！ストレス発散！ 「歌声サロン」 へお越しください！ 

令和５年度「高月まちづくりセンター利用者アンケート」の結果についてお知らせします。 

去
る
令
和
５
年
12
月
１

日(

金)

～
28
日(

木)

に
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
期
間
中
に
利
用
さ
れ

た
方
283
名
と
、
今
年
度
中

に
会
議
や
教
室
等
で
高
月

ま
ち
セ
ン
を
利
用
さ
れ
た

方 

方
75
名
に
は
郵
送
で
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
358
名
の
方
に
お
願
い

し
、
337
名
の
方
に
ご
回
答
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
回
答
率

94.1
％
） 

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（図案は 『消しゴムはんこ大全集』 『植物図鑑図案集』 より） 

           

♪日 時 ： １月30 日（火） 10：00～11：30 

２月27 日（火） 10：00～11：30 

♪会 場 ： 高月まちづくりセンター２階 研修室 1 
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さ
わ
し
い
飾
り
に 

仕
上
げ
ま
し
た
。 

「
新
春
い
け
ば
な 

教
室
」で
は
、
安
陪 

光
子
先
生
の
ご
指 

導
の
下
、
カ
ラ
フ 

ル
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
吸
水
ス
ポ
ン

ジ
に
花
材
を
生
け
て
迎
春
の
作
品
を

作
り
ま
し
た
。 

12/23(土

) 

12/19(火) 

問
５
の
開
館
日
に
つ
い

て
、『
休
館
日
の
月
曜
日
も

使
い
た
い
』
と
い
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
休
館
日
は
市

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
以
外
の
開
館
日
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

問
６
の
設
備
に
つ
い
て
、

『
暖
房
の
効
き
が
悪
く
寒
い

（
特
に
多
目
的
ホ
ー
ル
）
』
と

の
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ

き
ま
し
た
。
施
設
の
空
調
機

器
は
定
期
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
部
屋
に
よ
っ

て
暖
房
の
効
き
に
差
が
出
て 

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り

早
く
対
処
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、『
部
屋
の
清
掃

が
行
き
届
い
て
な
い
の
で
ゴ

ミ
や
毛
が
落
ち
て
い
る
』
と

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
部
屋
の
清
掃
に
つ
い
て

は
、
各
部
屋
の
使
用
後
に
掃 

除
機
や
モ
ッ
プ
掛
け
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
使
用
後
は
き
ち
ん
と

掃
除
さ
れ
る
よ
う
周
知
徹

底
に
努
め
ま
す
。 

問
７
の
職
員
の
対
応
に
つ

い
て
、『
親
切
に
教
え
て
い

た
だ
け
な
い
時
が
あ
る
』と 

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ご
指
摘
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
は
親
切
か
つ

丁
寧
を
心
掛
け
ま
す
。 

 

問
８
の
広
報
紙
に
つ
い
て
、

『
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て
ゆ
っ

た
り
と
読
め
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
』
と
の
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ

り
読
み
や
す
い
紙
面
に
な

る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。 

 

全
体
と
し
て
は
、『
施
設

が
き
れ
い
で
気
持
ち
が
よ

く
、
利
用
し
や
す
い
』
と
の

ご
感
想
が
最
も
多
か
っ
た

の
で
、
今
後
も
施
設
の
適
正

な
管
理
運
営
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
貴
重

な
ご
意
見
・ご
感
想
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

            

            

            

            

歌
声
サ
ロ
ン 

今
回
は
、
会
場
を
ク 

リ
ス
マ
ス
に
飾
っ
て
、
ク 

リ
ス
マ
ス
の
曲
を
織
り 

交
ぜ
て 

歌
い
ま
し
た
。 

申
込
不
要
で 

す
の
で
お
気 

軽
に
ご
参
加 

く
だ
さ
い
。 

３月２日（土）１３：３０～15：00 
 

『歴史講演会』 
❖演題 

「どうなった 
徳川家康と井伊直政」 

❖講師 野田 浩子 氏 
（立命館大学等非常勤講師） 

３月３日（日）１３：３０～15：30 
（予定） 

高月文化協会主催  

『防犯研修会と芸術鑑賞会』 
❖交通安全・特殊詐欺防止 

啓発講話  （木之本警察署） 

❖冨田人形浄瑠璃鑑賞 

（冨田人形共遊団） 

＊詳細は次号（3/1号）に掲載します。 

＊会場はどちらも高月まちづくりセンターです。 

冬
の
も
の
づ
く
り
教
室 

「
舞
玉
飾
り
作
り
」で

は
、
色
と
り
ど
り
の
舞 

玉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
飾

っ
て
、
新
年
を
迎
え
る
に
ふ 


